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★南高尾山稜(12 月３日) 

参加者 会員(障害者 2 名、健常者 9 名) 

 

 

 

このところ、日曜日が好天に恵まれるパター

ンになってきた。今日もすばらしい天気だ。 

今日は、年に一度のごみ拾い登山。ゴミ袋と

トングを持って、大垂水峠を出発する。毎年尾

瀬でボランティアをしているＳさんは、トング

も尾瀬ボランティアで使っているもの。板に付

いている。 

大垂水峠の歩道橋を渡り、尾根をトラバース

気味に登っていく。樹林帯を登っていくと、大

洞山に到着。植林された木の間から富士山が見

えている。よく見えるところまで下りて写真を

撮る。雪は少なめな感じがする。 

 

山頂で集合写真を撮り、休憩してから出発す

る。コンピラ山を過ぎ、巻き道を通ってさらに

トラバース気味に行くと、中沢山の山頂に往復

する道がある。ザックを置いて山頂に向かう。

３分ほどで到着。石仏のようなものが立ってい

る。振り返ると樹林が切れて、丹沢方面の山々

が見える。檜洞丸や蛭ヶ岳方面だろう。 

 

紅葉は全体的には茶色のものが多く、あまり

きれいとは思えないが、時折、真っ赤に色づい

たモミジやきれいな黄色の葉も見つける。帰っ

てから図鑑で調べてみると、赤はヤマモミジで

はないかと思われる。黄色はダンコウバイやオ

オモミジだろうか？ 

 

こちらの南高尾山稜は、高尾山とは違って比

較的静かな山歩きが楽しめる。この好天だから

高尾山はごった返していることだろう？ こ

ちらは、いくつかのパーティーと抜きつ抜かれ

つ歩く。 

しばらく行くと、樹林が切れて展望の良いと
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ころがある。麓には相模川が流れ、丹沢の山々

が大きく見える。右奥には富士山がたたずみ、

さらに右に目を向けると、白い山がほんのわず

かに見える。南アルプスだろう。 

 

西山峠を過ぎ、時々巻き道を使いながら尾根

を歩く。三沢峠へは巻き道で行こうとしたが、

左手に赤く色づいたモミジが見える。巻き道で

はそれが見えないと思い、直登コースに変える。

といってもすぐそこなので、負担はない。真っ

赤に色づいたモミジを楽しみ、少し下ったとこ

ろが三沢峠だった。ここで昼食タイムとする。

今日は、みんな良いペースで歩いている。４０

分ほど計画を短縮している。 

三沢峠から草戸山へは、階段のアップダウン

がある。階段は疲れるね。右手には城山湖が見

えてくる。草戸山の山頂はなかなか展望が良い。

新宿の高層ビル群やスカイツリーは見えなか

ったが、広い関東平野を実感することができた。 

草戸山から四辻までは、小さなアップダウン

を繰り返す。標高差はないが、徐々に疲れもた

まってきている。軽いストレッチをしながら歩

いて行く。紅葉した葉が地面を隠し、きれいな

絨毯のように敷き詰められている。そんな自然

の芸術を見ながら下っていく。四辻は元気な子

どもたちの声で賑わっていた。私たちは休まず

下山する。 

 

車道に出て、高尾山口駅を目指す。ここから

は高尾山らしい喧噪の道となる。いつものよう

に、電車は一番前の車両に行き、慎ましく懇親

を図りながら、帰路についた。  記：網干 

 

コースタイム 

大垂水峠(9:15)…大洞山(9:45-10:00)…中

沢 山 (10:30-10:45) … 三 沢 峠 (12:05-

12:40) …草戸山(13:10-13:25)…草戸峠

(13:40) … 四 辻 (15:00) … 高 尾 山 口 駅

(15:20) 

 

★鋸山(1 月 7 日) 

参加者 会員(障害者 2 名、健常者 8 名) 

 

 

 

２０１８年最初の山行は、千葉県の鋸山とし

た。浦賀水道越しに見える富士山を楽しめるよ

うに企画した。スッキリ晴れてほしいと願って

いたが、当日はすばらしい好天に恵まれた。内

房線の車窓からも富士山が見えている。 

Ｉさんから LINE でメッセージが届く。Ｍ君

は寝坊したので、１本電車が遅れるとのこと。

ロープウェイで上がって、山頂の展望台で合流

することになる。 

保田駅で電車を降り、自己紹介の後、線路に

沿った道を歩いて行く。遊歩道から富士山がよ

く見えている。表参道から階段を登っていく。

今日は何百段の階段を登ることになるのだろ

うか？ 仁王門を過ぎ、観音堂に行く。管理所

草戸山山頂にて 
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で６００円払って日本寺に入る。心の文字の形

をしているといわれる心字池を過ぎる。 

 

さらに薬師本殿を過ぎると大仏広場に到着

する。日本寺の大仏は、日本一の大きさだそう

だ。ここで休憩する。ＩさんとＭ君は、もう展

望台の山頂に着いていると連絡が入った。 

 

大仏前参道から弘法大師護摩窟を通り過ぎ、

十州一覧台への分岐があるが、ここは往復せず、

山頂展望台に向かう。その前に百尺観音に立ち

寄る。登るにつれて浦賀水道が見えるようにな

る。山頂展望台に着くと、ＩさんとＭ君がいた。

地獄のぞきは、順番待ちの長い列ができている

のでパスすることにする。展望台に上がると、

浦賀水道、三浦半島、駿河湾の向こうに富士山

が高く聳えている。その左には箱根の山があり、

さらに伊豆半島に続き、天城山も見えている。

海を隔てて大島も見えている。富士山の右側に

は、丹沢方面の山があり、東京湾へとつながっ

ている。丹沢方面の山の向こうには、白い山が

見えている。南アルプスだ。帰って写真で確認

したら、見えていたのは北岳、間ノ岳、農鳥岳

の白峰三山だった。鋸山から南アルプスが見え

るとは思っていなかったので、得した気分だ。 

 

昼食を済ませ、地獄のぞきの先にある岩の展

望台に上がってみる。房総半島の南側の富山や

伊予ヶ岳、館山方面の海や入り組んだ地形が見

える。今日は最高の天気に恵まれた。 

 

ここから一等三角点のある鋸山山頂に向か

うのだが、どうも案内板が見当たらない。「大

仏方面」と書かれた階段を下ってみたが、どう

もこの道ではなさそうだ。日本寺から出なけれ

ば、山頂には行かれないので、もしかしたら百

尺観音の先に登山道があるのではないかと思

い、展望台まで引き返し、百尺観音まで下ると、

北口管理所があり、そこから日本寺を出る。こ

こからしばらく急な下りとなる。どんどん下っ

ていくので、本当にここで間違いないのか不安

になるが、分岐はなかったはず。さらに下って

みると、ようやく浜金谷への分岐に到着する。

これで正しいルートが分かった。 

見上げると、石切場の跡は、要塞のように垂

直にそそり立っている。地獄のぞきも飛び出し

薬師本殿に到着 

浦賀水道、三浦半島と富士山 

展望台にて 

展望台から見た館山方面 
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て見える。こんなところからよく石を切り出し

たものだと感心する。 

 

石切場を右手に見ながら、最後は急で長い階

段を登る。Ｍ君はぐんぐん登っていく。標高差

は６０ｍほどあったようだ。登り着いたところ

で少し休み、すぐ上の見晴らしの良いところま

で行ってみる。ここは、地球が丸く見える展望

台だそうだ。房総半島南部の山々から大島、天

城山、富士山、東京湾、さらに房総半島北部ま

で一望に見渡せる。登ってみて良かった。 

 

ここからは、なだらかな山道だと思っていた

が、全く甘かった。９年前に行っているのだが、

もうすっかり忘れている。階段あり、アップダ

ウンあり、痩せた尾根あり、岩や根っこの多い

道があり、侮れない道が続く。Ｍ君は元気いっ

ぱい。遅れている後を待とうと言うが、長い時

間待つことは難しく、Ｍ君には大きな負担にな

るようだ。ゆっくり歩いて少し待つというパタ

ーンで進むことにする。 

鋸山山頂には計画より４５分遅れで到着。北

面が少し開けているが、それ以外は樹林に覆わ

れて展望は良くない。それでもここは、一等三

角点の山頂。三角点と聞いて、そこに三角の点

があると思っている人もいるようだが、三角測

量の頂点の位置にある基準点を三角点という。

最も基準となるのが一等三角点で、その中に多

数の二等三角点があり、さらにその間に三等三

角点があるので、一等三角点は最も数が少ない

基準点になる。 

 

この山頂まで来る人は登山者しかいないの

で、地獄のぞき周辺の喧噪とはかけ離れていて、

とても静かだ。山頂を後に林道記念碑へと向か

う。この道も、まだまだ痩せ尾根で、注意を要

するところもある。 

 

それでも、ようやく平坦になったと思ったら、

その先が林道だった。後の人たちも少し遅れて

到着する。Ｉさんは、特急の指定席を取ってい

たので、タクシーを呼んで来てもらうことにし

た。とにかく急ぐので少しでも下りてタクシー

に乗ろうという事になり、林道を下り始めるが、

舗装してあったのは最初だけ。すぐに舗装はな

くなり、道は土が流され岩が出ていて、とても

光り輝く海と館山、大島方面 

房州石の石切場 

鋸山山頂にて 

林道近くの歩きやすい道を行く 



5/16 

車が通れる道ではなくなる。電話もつながらな

い。鋸山ダムの付近に来てもまだ舗装されてい

ない。舗装道路に出てもタクシーはいない。し

かし、すでに特急には間に合わない時間になっ

ていた。タクシーは、上まで上がれないのであ

きらめて引き返したのだろう。Ｉさんの携帯に

着信が何度もあったようだが、電話で話はでき

なかった。 

タクシーはあきらめて、ぐんぐん下る。私は

一足先に歩き、コンビニにより道をして、飲み

物を仕入れてきた。 

もうすっかり薄暗くなっていたが、全員無事

に歩ききったことで、ホッとして気持ちが緩む。

今年最初の山行なので、希望者で千葉駅で下車

して、ミニ新年会をして帰途についた。 

               記：網干 

コースタイム 

保田駅(9:35)…大仏(10:35-10:50)…地獄

の ぞ き (11:20-12:20) … 鋸 山 (14:05-

14:25)…林道完成記念碑(15:35-15:50)…

保田駅(16:50) 

 

 

★鍋割山(1 月 21 日) 

参加者 会員(健常者 4 名) 

 

 

今回、理事長が急遽体調を崩され、2 回目の

リーダーとなった。参加者は私と C さん、N さ

ん、K さんの計４名。私以外はベテランの面々

なので特に心配なく参加できた。 

鍋割山はその名前の通り、鍋の底を割った形

から来ているらしいが、北側の沢がなべ（滑め）

を割ったような沢（鍋割沢）の奥にある山とい

う由来もあるらしい。鍋焼きうどんが名物で今

回はこれが大きな楽しみ。 

渋沢駅で全員集合。今日は六つ星会も塔ノ岳

らしく、知っている方もちらほら。私たちは予

約したタクシーで一足先に駅を出る。 

 

県民の森ゲートで簡単にミーティングをし

て出発。駅前よりももう一段キンと冷えた空気

の中、林道をを歩き始める。30 分弱で川を渡

り、二俣に到着。トレイルランの人たちが元気

に追い越していく。鍋割山頂まで１時間ほどで

行くつもりとの事。凄い体力だ。自分達には絶

対ムリ～。多少身体も温まってきたので服装を

調整して小丸尾根へ。C さんはまだ温まらない

らしく寒いと言っている。 

 

小丸尾根は事前の調べでは伐採作業がこの

秋に終わったばかりで道標等の整備がなされ

てないらしく迷い易いとの事。確かに、作業路

は歩き易いものの登山道は荒れていることも

あり、ロープが張られていないと迷う道である。

伐採作業路と登山道をいったりきたりしなが

ら、徐々に高度を稼ぐ。天気は晴れたり曇った

りで、晴れて日が照るときは風が心地よいが、

小草平の沢を渡る 
小丸まで 1500m 地点で休憩 
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日が陰るととたんに冷たい風を感じる。 

時々視界が開けるが、スッキリとした天気で

なく下界もぼんやりとして他の峰々も霞んで

いる。いつの間にか、伐採作業路を歩くことも

なくなり、杉林も抜けて木々も低くなってくる。

次第に登山道も傾斜がきつくなり、所々岩も出

てくる。二俣から稜線までは 2 時間強程であ

るが、ひたすら登りはなかなかきつい。休憩を

とってもすぐに体が冷えるのでザックを下す

のも億劫になる。短い休憩をたびたび取りなが

ら稜線を目指す。 

もう間もなく二俣分岐と思われる辺りから

は、たくさんの霜柱がなった道を踏みしめて歩

くが、一部溶けたところは滑りやすくとても登

りにくい。 

 

ようやく二俣分岐の稜線に到着。予定よりや

や遅めのペース。他の登山客も多く、塔ノ岳を

目指す人や小丸尾根を下る人も多い。小丸尾根

を登ってくる人は少数派のようだ。日は完全に

陰ってしまい薄暗く、風もとても冷たく寒い。

鍋焼きうどんを早く食べたい。ここから尾根歩

きであるが整備が整っており歩きやすい。やや

少し高度を稼ぎ、小丸を通過。ここが本日の最

高点の 1341m。あとは鍋焼きうどん目指して

まっしぐら。 

鍋割山荘に到着。たくさんの登山客で賑わっ

ている。早速、うどんを注文しに小屋に入るが、

ザックは外において下さいとの事。慌てない慌

てない。混みあってはあるが、４人で座ること

ができた。そして本日のメインイベントの鍋焼

きうどん！たくさんの具が乗り、立ち上る湯気

の中で一口すすると、皆、自然と「おいしい」

と声が出て顔がほころぶ。冷えた体に染みて、

まさに至福の時間。たまりません。山で食べる

ごはんはなんでも美味しいが、こんなものが山

頂で食べられるとは。ベンチで食事をとってい

る人に写真を撮ってもらい、下山にかかる。 

 

階段状の登山道をどんどん下る。陰っていた

太陽が、また、たびたび顔を出すようになった。

尾根歩きであんなに冷たく感じた風が、心地よ

く感じてくる。寒いとか気持ちが良いとか勝手

なものです。 

 

視界が開けたところで、皆で地図を広げて、

周りの峰々を観望してみる。あーでもないこー

でもないと言いながら調べる。遠く見えるきれ

いな形は大山だろう。理事長なら、さっと教え

て下さるが、こうして自分たちで調べてみるこ

とも大切なことだと皆で納得して理事長に感

鍋割山へブナ林の尾根を歩く 

鍋割山荘で待望の鍋焼きうどん 

有名な鍋焼きうどん 
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謝！ 

 

後沢乗越に到着。何組かの登山客がいるが、

大半は二俣への下山ルートの模様。寄経由での

下山は私達と一人で来ている若い女性のみだ

った。今回、ここから栗の木洞への登りがしん

どかった。気持ちは下山に向かっている中で、

小丸尾根のような登りはかなりこたえた。 

 

ようやく栗の木洞に到着。視界は開けておら

ず、ひっそりとしている。ここからの下山は歩

き易い道となり、「もう登りはないよね」とリ

ーダーへのプレッシャーを感じながら歩く。い

つの間にか空も青空が広がっている。突然草原

が広がり、櫟山に到着。山頂では遠かった街並

みがすぐ眼下に見える、だいぶ歩いてきた。櫟

山には、草原の中に立派な松が立っている。の

んびりした雰囲気で気持ちの良いところだ。 

あと、寄までは 1 時間ちょっと。もうひと

踏ん張り。杉林に囲まれた歩き易い道をじぐざ

くに下っていく。ところどころ、猪が走ったと

思われる跡がほぼ一直線に急斜面を下ってお

り、動物の身体能力に皆で感嘆する。集落が近

くなってきたところで茶畑が栽培されていた。

丹沢はお茶も名産らしい。 

 

道標に寄のバス停脇の建物の方向が示され

ているが、どうも遠回りのようなので、茶畑を

抜けていくことにした。地図上ではこちらが正

解。茶畑を抜け、一般道に出ると、たくさんの

ロウバイが咲いていた。まだまだ寒い日が続く

が、春も近づいていることを感じる。ほどなく

して、寄のバス停に到着。 

山頂は予定よりもやや遅れていたが、予定通

りの時刻に到着。そんなに急いだつもりはない

が、さすがベテランの皆さま方です。バスが来

たが、バス広場の入口に路上駐車している車が

あって、バス広場に入れない。路駐した車は河

原に遊びに来たファミリーで、キーを無くして

動けなくなっている模様。バスは広場出口側か

ら入り、少し遅れて出発。いつの間にか辺りも

暗くなり、バスのほどよい揺れを感じながら、

昼の鍋焼きうどんを思い出しつつ、満足な一日

を振り返りながら帰路に着いた。 

   記・写真：井上 

コースタイム 

県民の森ゲート(8：25)…二俣(8：55)…小丸

尾根（小丸まで 1500m 地点）(9：35)二俣

分岐(11：35-11：45)…鍋割山頂(12：25-

13：15)…後沢乗越(14：10)…栗の木洞(14：

50)…櫟山(15：10-15：20)…林道交差(16：

鍋割山山頂にて 

尾根を下る 

櫟山にて 
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00)…寄(16：50)  

 

★高根山・寝姿山(2 月 4 日) 

参加者 会員(健常者 5 名) 

 

 

寒い日が続く異常気象のこの冬。少しでも暖

かい場所と思い、伊豆の下田にある高根山から

寝姿山の縦走を計画した。当日は、東京方面は

曇っていたものの、伊豆半島に入ると快晴の空

が広がる。このところ、ずっと天気に恵まれて

いる。 

伊豆急の車窓から伊豆諸島の眺めを楽しむ。

海に反射する太陽がまぶしい。東京から３時間

半の電車の旅を終え、蓮台寺駅で下車する。暖

かな電車から出ると、伊豆といってもやはり寒

い。今日は風も強いようだ。 

蓮台寺駅から稲生沢川沿いの道を歩く。踏切

を渡って、山道へと入っていく。登山道は荒れ

た箇所もあるが、道ははっきりしている。赤い

前掛けをしたお地蔵さんが何体か現れる。「○

丁」と書かれた石の道標もあったが、一丁毎に

設置されているわけではなく、山頂が何丁なの

かも分からず、よく分からない道標だった。 

 

尾根上に出ると山頂はすぐそこ。避難小屋の

ような小屋の軒先にさびた鐘が下がっている。

Ｓさんが木槌でたたいてくれたが、とてもきれ

いな音だった。 

山頂に着くと、すばらしい展望が広がった。

大島、利島、新島などがよく見え、長九郎山か

ら猫越岳方面に目を移すと、手前の山の向こう

に白いものが見える。最初は雲かなと思ったが、

平らな部分があり、それが富士山の山頂部であ

ることは、すぐに分かった。「富士山が見える

よ」という声がする。高根山から富士山が見え

ると思わなかったので、ちょっとしたサプライ

ズだ。 

 

青い海、雪を抱いた三原山、海の色がきれい

な白浜海岸。そんなすばらしい展望を見ながら、

風のないところを I さんが探してくださり昼食

タイムとする。 

 

高根山からの下りは、事前に調べたとおり、

急坂だった。ずっとロープが下がっている。急

坂は途中からさらに滑りやすくなった。 

急坂を下りると、今度は山腹のトラバースが

始まる。ところどころ外傾して滑りやすいとこ

ろがあるので、要注意だ。今は通れないはずだ

が、蓮台寺や白浜方面に下ることを示した道標

沢状のところを歩く 

高根山山頂にて 

富士山の頭が見えた 



9/16 

がある。やや不明瞭なところもある登山道だっ

たが、ようやく広いところが見えてきた。ここ

を過ぎて、ゲートを越えて車道に出て振り返る

と、「立入禁止」と書かれている。ここは私有

地なので、本来は入れないらしい。しかし、私

たちが歩いて来た方向には、何も書かれていな

いので、分からないまま通過してしまった。 

 

ここから少し車道を白浜側に歩き、林道を寝

姿山へと登っていく。振り返ると遠くに天城山

方面の山が見えてきた。数日前の雪が少し残っ

ているようだ。 

 

寝姿山の山頂は、少し分かりにくかった。ヤ

マケイオンラインから印刷した地図では、寝姿

山は１９６ｍになっているが、昭文社の地図で

は２００ｍになっている。森林公園の中にある

２００ｍのピークに山頂標識があった。これが

分からず、林道を少し行きすぎてしまい、Ｉさ

んの少しおかしいという言葉で気づかせても

らうことができた。 

 

山頂からロープウェイの寝姿山駅に向かっ

て下っていく。ロープウェイ駅周辺は、縁結び

の愛染堂やイカリのモニュメント、展望台、黒

船見張所などがある。寒桜も７分咲き。みんな

はロープウェイ駅に向かって歩いて行ったが、

メジロの声を聞いた私は、寒桜とメジロの撮影

を楽しむ。 

ロープウェイを下りて、少し歩いて振り返る

と、寝姿山は、女性が仰向けに寝ている姿に見

えた。これで名前の由来に納得。あとは、のど

を潤しつつ、３時間半の電車の旅を始めること

になる。山と海の風景を楽しめた一日でした。 

記：網干 

コースタイム 

蓮台寺(10:40)…高根山(11:45-12:30)…寝

姿山(14:20)…下田ロープウェイ(15:00) 

 

★二十六夜山(2 月 25 日) 

参加者 会員(障害者２名、健常者６名) 

    会員外(健常者 1 名) 

 

 

 

今日は久しぶりに曇り空。雨は夜になってか

ら降る予報。少し寒いけど、山歩きにはちょう

ど良い気温だった。 

電車の車窓を見ていたら、丹沢方面はかなり

麓まで白くなっている。他の山も積雪があるよ

うだ。数日前に、参加者に軽アイゼンを持って

くるよう伝え、自分も予備を含めて２個持って

真っ青な海と大島 

下田のイカリのモニュメント 

寒桜とメジロ 
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行こうと思っていたのに、このところの忙しさ

もあって、すっかり忘れていた。私自身も持っ

てくるのを忘れてしまった。 

上野原駅は、南側にロータリーなどを作るた

め、大規模な工事中。近いうちにバスの発着は

広い南側になることだろう。今日は、Ｍさんが

初参加。立山・剣のテント泊山行などをしてい

るので頼もしい。上野原駅で自己紹介をして、

無生野行きのバスに乗る。 

小さなバスには、我々９人の他には女性が一

人乗っているだけ。採算が取れないだろうなと

心配になる。浜沢でバスを降りる。上野原駅で

自己紹介をしていたので、すぐに歩きはじめる。

バス停から少し車道を進行方向に歩いたとこ

ろから車道を登っていく。 

 
少し登ると、すぐに雪が現れた。雪は堅くそ

の下は氷っているので滑らないように注意し

て歩く。登山道に入ると雪がなくなった。登っ

ていくと東屋がある。そこから少し行くと、急

登が始まる。尾根上にまっすぐ付けられた道は

滑りやすいが雪がないので助かる。 

 
小ピークをトラバースするところは、雪があ

ったので、アイゼンを持ってきた人に付けても

らう。忘れた人には、持ってきた人が片方を貸

してあげている。すばらしいチームワークだ。

I さんは、自分用のチェーンアイゼンを、持っ

てきたアイゼンが壊れてしまった K さんに貸

してあげている。私と I さんはアイゼンなしで

歩く。 

小ピークを巻く形で付けられた道から、再び

尾根上に戻って登る。先ほどよりは少し傾斜は

弱い。しかし、雪交じりとなり慎重に登る。左

手には、二十六夜山と思われるピークが見えて

きた。北側のこちらの斜面には雪がたっぷり残

っている。 

９４６ｍピークの手前は、左側が切れ、右側

を岩に抑えられた雪の道。足を滑らせないよう

に、身体を振られないように慎重に通過する。

そこから上も、雪交じりで岩も少しある道が続

く。ようやく９４６ｍのピークを越え、あとは

緩やかな尾根を歩いて山頂に立つ。 

 
展望がなく樹林に覆われた静かな山頂だ。そ

れでも、急登を乗り越えて登っただけに達成感

はある。しかし、下山路が心配だ。予定してい

た下尾崎に下るコースは、沢筋を通るため、氷

っていて滑る心配があったので、地図を見て、

９４６ｍピークまで引き返し、三日月峠経由で、

王ノ入川に下ることとする。こちら側は南側な

ので、雪が少ないと判断した。 

三日月峠を越え、赤松林を歩く。雪も少なく

歩きやすい。トラバース気味に進んで支尾根の

上に出る。ここから下山する道があると思った

が、行かないようにロープが張られている。そ

れでもこの尾根が下山路だと思い、少し先まで

急坂を登る 

初参加のＭさんもサポート初体験 

二十六夜山山頂にて 
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下ってみるが、だんだん道が判然としなくなる。

足下には、木を数本横に並べて行かないように

目印がしてある。その右側の尾根はかなり急だ。

あきらめて引き返し、登ってきた道を引き返し

て浜沢に下ることにする。 

 
三日月峠から浜沢に下るトラバース道があ

る。Ｉさんの地図では、破線になっていたコー

スだ。しかし、道標はしっかり付いている。も

しものときはロープを持っているので、近道と

なるトラバース道を行くこととする。登山道は

狭い。それでも、迷うことはなく、順調に進ん

でいく。ところが、山腹が崩れて、登山道が消

えかかった嫌らしいところが出てきた。せっか

く持ってきたので、ロープをフィックスして通

過することとする。これは正解だった。ロープ

はやはり心強い。 

 
そこから少し行くと、登ってきた尾根に出る。

あとは、急坂を慎重に下る。予定のバスを逃す

とタクシーを呼ぶしかなくなるが、みんな快調

に下っていく。バスの時間１０分前にバス停に

到着。バスに乗っていたら、朝乗っていた女性

が乗ってきた。１日に３本しかない貴重なバス。

バス会社に感謝です。     記：網干 

 

コースタイム 

浜沢(9:25)…二十六夜山(11:35-12:10)…

三日月峠(13:25)…浜沢(14:40) 

 

 

 

★第 51 回ふれあいハイキング（川越）(12 月 17 日) 

参加者 会員(障害者３名、健常者 8 名) 

 

 

 

いつも軽い山に登り、下山後に居酒屋などで

忘年会を行っている毎年最後の登山だが、今年

は、小江戸と言われ古い町並みを残す川越を散

策し、川越に住む会員のＫ氏の自宅で忘年会を

するという企画にした。忘年会は、Ｉさん、Ｓ

さん、Ｋさんが中心幹事になって準備していた

だいた。そのおかげで、これまでにはない企画

がたくさん飛び出し、大盛り上がりだった。 

まずは川越市駅に集合する。ＩＳさん親子は、

前日気持ちが高ぶって眠れなかったＭ君が寝

坊して、途中から合流することになる。 

川越市駅から本川越駅まで歩き、そこでＦさ

んと合流する。Ｉさんは、Ｆさんに一人で待っ

てもらうのは申し訳ないと先に本川越駅に行

って待っていた。本川越駅から、本格的に歩き

はじめる。ちなみに川越には、池袋から東武で

川越市駅に来る方法と西武線で本川越駅に来

る方法があるが、料金はどちらも同じものの、

西武線だと約５５分。東武線だと川越市駅まで

約３３分。川越市駅から本川越駅までは歩いて

ハ イ キ ン グ 報 告 

ロープを張って通過 

急坂を慎重に下る 
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約８分なので、東武線で来る方がかなり早いよ

うだ。 

まずは熊野神社に立ち寄る。ここはいろいろ

と遊ぶところがある。小銭をざるに入れて洗浄

したり、輪投げで運試しするところなどがある。

ざるにカードを入れて洗浄している人もいた

が、ご利益やいかに？運試し輪投げはなかなか

難しい。みんな失敗したが、私は３度目に「金

運」に投げたら、なんと成功した。今年は金運

があるのだろうか？いや、あってほしいな～。 

 
次は蓮馨寺（れんけいじ）に立ち寄る。ここ

はお参りだけで済ませる。さらに蔵造りの町並

みを歩く。古い蔵造りの店が並び、小江戸の雰

囲気がとても感じられる。ただし、車も頻繁に

通るので、注意が必要だ。古風な作りの埼玉り

そな銀行川越支店のビルも歴史を感じさせて

くれる。 

 
有名な時の鐘に立ち寄る。上には上がれない

が、手すりもない急な階段が付いていた。この

近くで集合写真を撮る。 

さらに菓子屋横丁を歩く。昔懐かしい駄菓子

が並ぶ。川越市民のＫさんからふ菓子棒が有名

と聞き、私とＩさんが購入する。店によって価

格が違うので、余り入口では買わない方が良さ

そうだ。 

 
横丁を出たら、今度は氷川神社に向かう。Ｉ

さんと連絡が取れるが、まだ川越市に着いてい

ない様子。計画よりもかなり速く歩いているの

で、本丸御殿より先で合流でなるのではないか

と思われる。 

氷川神社は、縁結びの神様として信仰を集め

たところらしく、おみくじもタイのぬいぐるみ

のようなものの中に入っていて、それをつり上

げる仕組みだ。タイは、縁結びの神様らしく「あ

いタイ」と名前が付いていた。 

そこから川越城本丸御殿に行く。入場料が必

要なため、早く飲みたいよ～というグループは

素通りしようとしたが、入ってみようというグ

ループの方が強く、断腸の思いで入場料を払い

入場することになった。 

しかし、入ってみて良かった。ボランティア

の方の解説を聞きながら中を歩く。玄関付近の

廊下はケヤキが使われているが、お客様が通ら

ない廊下はツガなどが使われているとのこと。

台所は火事になっても母屋が焼けないように、

離れた場所にあることや、仮校舎として使われ

た時にバレーボールをしたあとが広間の天井

に付いていることなど、とても楽しく教えても

らうことができた。 

御殿を出て歩きながら、Ｉさんと連絡を取り

合う。そして浮島神社付近で合流することがで

きた。Ｍ君はとてもうれしそうに歩いている。 

どこかの店で昼食にしようかと思ったが、あ

まり店がないので、喜多院のベンチで昼食タイ

蓮馨寺の境内で 

時の鐘 

時の鐘付近にて 



13/16 

ムとする。お昼を持ってこなかったＫさんと私

はおでんを買って食べる。他にもみなさんから

おにぎりやおいなりさんなどをいただき、十分

な昼食を食べることができた。 

 
昼食後は、本川越駅まで歩く。バスの時間に

合わせて、幹事のＩさんとＳさんが買い出しに

行ってくださる。それまでの間、小江戸蔵里で

休憩する。蔵里をどう読むのか、みんな分から

ず、「ぞうり」「くらさと」など出たが、「くら

り」が正解だった。 

忘年会の会場まで一バス早く行かれそうな

ため、今回の忘年会に合わせて、寿司を握って

きてくださるＣさんに電話をして、本川越駅か

らタクシーできていただくことにする。 

本川越駅からバスに乗り、途中奥武蔵の山々

などが見渡せる広々とした平原を通って、Ｋさ

ん宅に行く。ここから忘年会の始まりになる。 

幹事のみなさんの企画で、これまでの最多参

加賞等の表彰のあとは、サンタさんの衣装をま

とってのビンゴ、イントロドン、Ｉさんが作っ

てくれた歌集での歌広場等、盛りだくさんでし

た。ビンゴの景品も値段を抑えながらも豪勢な

ものでした。幹事のみなさま、本当にありがと

うございました。今年１年、無事故で終えるこ

とができ、すべての会員のみなさまに感謝申し

上げます。また、来年もよろしくお願いいたし

ます。             記：網干 

 

コースタイム 

本川越駅(9:15)…熊野神社(9:30-9:40)…時

の鐘(10:05)…川越氷川神社(10:40-10:45)

…川越城本丸御殿(10:55-11:35)…喜多院

(11:50-12:20)…本川越駅(12:30) 

 

 

★第 52 回ふれあいハイキング（権現森・笠森）(2 月 18 日) 

参加者 会員(健常者 7 名) 

 

 

 

今日は、障害者の人たちの参加がないので、

千葉駅では直接、外房線のホームで待ち合わせ

となる。２月も中旬だが、まだ寒い。しかし、

天気はすばらしい。今日はどんな風景に出会え

るか楽しみだ。 

茂原駅で電車を降り、バスを待つが、とにか

く寒い。構内の店に入らせていただいて、暖を

取らせていただく。バスは１０分ほど前に来て

くれたので、すぐにバスに乗り込む。 

六地蔵局前でバスを降りる。垣根の向こうに

かやぶき屋根の家が見える。まだ人が住んでい

るのだろうか？ 

天気が良くて、太陽の日差しはありがたいが、

風もあり寒い。つい足早になる。道標がしっか

りあるので、ありがたい。今回のコースは、関

東ふれあいの道として整備されているようだ。 

 
道路の脇には、切り株を使って掘った熊やフ

クロウ、インディアン等の彫刻が並んでいる。

かなりの年月が経っているのだろう。年輪の間

が雨に削られて、これもまた彫刻のように見え

盛り上がった忘年会 

切り株に掘ったインディアン 
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る。 

権現森の登りは、階段だ。１３６段あるらし

い。登り着くとそこは、権現森。権現森は通称

で、正式には武峯神社と言うらしい。標高は、

１７６ｍ。奥に行ってみると、そこには一等三

角点があった。意外だったので、少し得した気

分だ。 

 
権現森からは山道を下り、車道に出る。ジョ

ウビタキがいそうだなと思ったら、しっかりと

現れてくれた。少し行くと、大きな鳥が飛び立

って、竹藪に入っていった。飛んでいる姿から、

ゴイサギのように思えた。竹の葉が風に揺れた

とき、わずかに姿が見えた。やはりゴイサギの

ようだ。 

立派な門のある眼蔵寺に到着する。休憩する

には寒いので、先を急ぐことにする。車道の横

にある細い道に道標が付けられている。車道に

出て、緩やかな登りとなる。登り着いた付近は、

小さなサーキット場。そこから、遠くに真っ白

な富士山が見えた。さらに歩き富士山の右側を

見ると、真っ白な南アルプスが見える。帰って

写真を確認すると、ピンぼけだったが、白峰三

山のようだった。 

 

大きな魚の骨のようなアンテナが見えてく

ると、そこは海上自衛隊市原通信所だった。そ

こからは、車道だが、周囲は低い山に囲まれて

いる。この付近で初めて休憩する。周囲が山に

囲まれているので、風がなく、日が当たって比

較的暖かい。 

さらに谷間の道を歩いて行く。車道に出るが、

道標は交通量の多い道路ではなく、その脇にあ

る細い道に案内している。歩く人の安全を考え

て付けられているのでありがたい。 

時間が止ったような懐かしい田園地帯をし

ばらく歩く。セグロセキレイやアオジ、カワラ

ヒワ、ホオジロ、モズなどが姿を見せてくれる。

田園の向こうに笠森が見えてきた。 

 
笠森は山道となる。まずは階段上り。体力的

にはきつくなるが、これまでの舗装道路のよう

に足は痛くならない。土の道は足に優しい。階

段を登り終え、尾根上の道を歩いて行くと、笠

森観音に飛び出した。鐘の音が響いている。 

 
日当たりの良いベンチが空いていたので、そ

こで昼食タイムとする。風もなく、日差しを暖

かく感じることができる良い場所だった。笠森

観音の観音堂は、岩の上にある。靴を脱ぎ、備

権現森にて 

アオジ 

田園風景を楽しみながら歩く 

笠森にて 
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え付けのサンダルを履いて急な階段を登って

いく。入場料２００円を払って周囲を一周する。

残念ながら展望はほとんどなかった。 

笠森観音から展望台に行くが、ここも展望は

あまり良くなかった。弁天沼に下って、そのま

まバス停まで行く。予定より１時間前のバスに

乗ることができた。       記：網干 

 

コースタイム 

六地蔵局前バス停(8:45)…権現森(9:10-

9:15)…眼蔵持(9:50)…海上自衛隊市原通信

所(10:30)…熊の神社入口(12:15)…笠森観

音(12:35-13:40)…笠森バス停(13:55) 

 

 

 

○臨時総会開催 

 来年度の事業計画を決める臨時総会を１月

２８日（日）１４時から八千代台公民館で開催

しました。議事は異議なく承認されました。議

事の終了後、３月末で NPO 法人格を外して任

意団体になることについて、参加者全員で意見

交換を行いました。詳しくは臨時総会の議事録

をご覧ください。 

 

 

 

▲NPO 法人解散総会の開催予定 

これまで NPO 法人として活動してきまし

たが、すでにお知らせしているとおり、普通の

山岳会と同様の任意団体に変更して、活動を継

続することで計画しています。下記の通り臨時

総会（解散）を予定していますので、できる限

りご出席ください。 

 

日時：平成 30 年 3 月 31 日（土） 

   10:30～11:00 

場所：八千代市緑が丘公民館 

   講習室 

 

 

△山仲間アルプ設立総会 

NPO 法人を解散すると共に、任意団体とし

てスタートします。活動内容は、これまでと同

様に「障害者と健常者が共に楽しむ登山」等を

計画していますが、運営方法等をみんなで検討

したいと思いますので、ぜひご参加ください。 

 

日時：平成 30 年 3 月 31 日（土） 

   11:00～11:30 

場所：八千代市緑が丘公民館 

   講習室 

 

▼創立 15 周年記念パーティー開催 

 平成 15 年に設立し、今年 3 月で 15 周年

となります。実行委員会が中心となって、記念

パーティーを計画していますので、ぜひご参加

ください。過去に退会した方もお誘いしていま

す。詳細は「山仲間アルプ 15 周年記念パーテ

ィーのご案内」をご覧ください。 

 

日時：平成 30 年３月 31 日（土） 

   12:30～15:00 

場所：パッソ ノヴィータ(八千代市緑が丘

そ の 他 事 業 報 告 

各 種 連 絡 事 項 
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1-1-1 公園都市プラザ 1F) 会費：6,000 円（中学生以下 3,000 円） 

 

 

◎新入会員のお知らせ 

 12 月以降、入会、退会ともありませんでした。 

 

 

・理事長のつぶやき 

平成 15 年 4 月 19 日に設立総会を行い、

活動を開始してから 15 年の歳月が流れまし

た。この間、いろんな山に行きましたし、いろ

んな方との出会いや別れがありました。 

北海道の大雪山や利尻・礼文、羅臼岳、そし

て東北の秋田駒ヶ岳や月山、栗駒山、早池峰山

等、北アルプスの剣岳、立山、薬師岳、雲ノ平、

白馬岳、唐松岳、五竜岳、燕岳、蝶ヶ岳等、中

央アルプスの木曽駒ヶ岳、宝剣岳、南アルプス

の北岳、仙丈岳、甲斐駒ヶ岳、赤石岳、荒川三

山、聖岳、そして西日本の白山、御在所岳、九

重山等、思い出の多い山ばかりです。 

これまでに正会員や未成年会員になってく

ださった方は、約 200 人ほどです。賛助して

くださった方も 40 人以上になります。 

多くの方に支えられて、ここまで運営してく

ることができたことに心から感謝しています。 

これから任意団体として再出発しますが、今

まで通り、障害の有無や年齢等に関係なく、誰

もが仲間として、登山やハイキングを共に楽し

んでいきたいと思います。これからもみなさま

のご協力、よろしくお願いいたします。 

 

・次回発行予定は、6 月頃を予定しています。   参加申し込みやお問い合わせは事務局まで 

〒276-0022 千葉県八千代市上高野 1161-1-208 

NPO 法人山仲間アルプ事務局  網干 勝 

TEL.047-484-8308 

 

 

 

 

 

会 員 情 報 

編 集 後 記 

障害の有無も、年齢も、男女も関係

なく、みんなで山を楽しみたいね。

自然は、誰に対しても平等だよ！！ 


